「モデル地区トレセン」のトライアル

トレセンシステムにおける情報の流れは、図のようになっています。このシステムによって、ナショナルトレセンからの発信が、地域、都道府県、地区へと伝えられる仕組みになっており、この機能によって全国で活動が展開されています。

ただし、それが先に行けばいくほど、伝達に多くの人・時間がかかることで、間接的なアプローチとなり、情報の迅速で正確な伝達に困難をきたす場合が多々あります。

　その一方で、育成のベースを築くU-12年代の重要性を考えると、下の年代であればあるほど、可能性は広く全国多くの選手にあると言え、したがって、多くの選手に質の高いアプローチをする必要があります。また、下の年代であればあるほど、生活圏内を越えた活動が困難であり、日常生活の環境の中で、頻度高く良い刺激を与えるほうが効果的となります。

つまり、多くの可能性のある全国の子ども達に、日常生活圏内にて、なるべく頻度高く良い刺激を与えたい。そのためには、地区トレセンの活用が有用であり、その充実が望まれます。そして、良い刺激を与えるために、質を重視する必要があり、間接的なアプローチとなることによる弊害を排除した形が理想です。そこで、既存の地区トレセンシステムへ、直接的にアプローチする可能性を探ることとしました。それが「モデル地区トレセン」です。

「モデル地区トレセン」の考え方は、以下のとおりです。

能力の高い子供達が無理なく集まることのできる生活圏内での地区トレセンにて、高い頻度で（週１回目標）、JFAのコンセプトのもと、A級U-12保持者によるトレセン活動を実施する。JFAのコンセプトをA級U-12指導者により直接的に指導することにより、質の向上を図る。A級U-12取得者の中から、認定して指導者を出しておき、「地区トレセン」の内容、質、方向性に直接JFAが働きかけることを狙いとします。

担当指導者は、定期的な研修により、コンセプトの確認を行いつつ活動する。

この名称が示すとおり、地区トレセンの「モデル」となり、周囲の他の地区トレセンへの発信、レベルアップの一助になることも期待する。

これには、参考としてドイツやフランス等、海外の事例があります。世界も、この年代へ広く直接的にアプローチする方向性になってきています。

2008～2009年をトライアルとし、A級U-12指導者養成の展開とともに、この数を増やし、2015年には150箇所、最終的には300箇所を目標としています。可能であれば、この数字、速度はもっともっと上げていかなくてはならないところです。
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